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入院中の面会について 
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質の高い医療と専門的な知識にもとづいて地域の 

皆さまの健康づくりに努め優しさと温かみのある 

病院をめざし地域社会へ貢献します。 
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個人情報保護に関する基本方針 
当院は信頼の医療に向けて、患者さまに良い医療を受けていただけるよう日々努力を重ねておりま

す。「患者さまの個人情報」につきましても適切に保護し管理することが非常に重要であると考えて

おります。そのために当院では、以下の個人情報保護方針を定め確実な履行に努めます。 

1.個人情報の収集について 

当院が患者さまの個人情報を収集する場合、診療・看護および患者さまの医療の範囲で行いま

す。その他の目的に個人情報を利用する場合は利用目的をあらかじめお知らせし、ご了解を得た

上で実施いたします。 

3.個人情報の適正管理について 
当院は、患者さまの個人情報について、正確かつ最新の状態に保ち、患者さまの個人情報の漏

えい、紛失、改ざん、患者さまの個人情報への不正なアクセスを防止することに努めます。 

4.個人情報の確認・修正等について 
当院は、患者さまの個人情報について患者さまより開示を求められた場合には、遅滞なく内容

を確認し、当院の「患者情報の提供に関する指針」に従って対応します。また、内容が事実でな

い等の理由で訂正を求められた場合も、調査し適切に対応いたします。 

5.問い合わせ窓口 
当院の個人情報保護方針に関してのご質問や患者さまの個人情報のお問い合わせは下記の相談

窓口でお受けいたします。 

　個人情報に関する相談窓口　「１階受付窓口」 

2.個人情報の利用および提供について 

当院は患者さまの個人情報の利用につきましては以下の場合を除き、本来の利用目的の範囲を

超えて利用しません。 

●患者さまの了解を得た場合 

●個人を識別あるいは特定できない状態に加工して利用する場合 

●法令等により提供を要求された場合 

当院は法令の定める場合等を除き、患者さまの許可なく、その情報を第３者に提供しません。 

6.法令の遵守と個人情報保護の仕組みの改善 
当院は個人情報保護に関する法令、その他の規範を遵守し、

上記の各項目の見直しを適宜行い、個人情報保護の仕組みの継

続的な改善を図ります。 

※　この方針は、患者さまのみならず、当院の職員および当院
と関係ある全ての個人情報についても上記と同様に扱います。 

院　長 

当院では患者さまの個人情報保護の 
適切な管理に努めています。 

当院では患者さまの個人情報保護の 
適切な管理に努めています。 
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当院は、患者さまの個人情報の利用目的を定め、その取扱いには万全の管理体制で取り組んでいま

す。疑問などがございましたら「相談窓口」へお問い合わせください。 

院　　長 

当院では患者さまの個人情報保護の 
適切な管理に努めています。 

当院では患者さまの個人情報保護の 
適切な管理に努めています。 

当院では患者さまの個人情報保護の 
適切な管理に努めています。 

個人情報の利用目的 

●医療提供 
1．当院での医療サービスの提供 
2．他の病院、診療所、助産所、薬局、訪問看護ステーション、介護サービス 
事業者等との連携 

3．他の医療機関等からの照会への回答 
4．患者さまの診療のため、外部の医師等の意見・助言を求める場合 
5．検体検査業務の委託その他の業務委託 
6．ご家族等への病状説明 
7．その他、患者さまへの医療提供に関する利用 

●診療費請求のための事務 

1．当院での医療・介護・労災保険、公費負担医療に関する事務およびその委託 
2．審査支払機関へのレセプトの提出 
3．審査支払機関又は保険者からの照会への回答 
4．公費負担医療に関する行政機関等へのレセプトの提出、照会への回答 
5．その他、医療・介護・労災保険、および公費負担医療に関する診療費請求の 
ための利用 

●当院の管理運営業務 

●企業等から委託を受けて行う健康診断等における、企業等へのその結果の通知 

●医師賠償責任保険などに係る、医療に関する専門の団体、保険会社等への相談又は届出等 

●医療・介護サービスや業務の維持・改善のための基礎資料 

●当院内において行われる医療実習への協力 

●医療の質の向上を目的とした当院内での症例研究 

●外部監査機関への情報提供 

1．会計・経理 
2．医療事故等の報告 
3．当該患者さまの医療サービスの向上 
4．入退院等の病棟管理 
5．その他、当院の管理運営業務に関する利用 

1．上記のうち、他の医療機関等への情報提供について同意しがたい事項がある場合 
には、その旨を担当窓口（1F受付窓口）までお申し出ください。 

2．お申し出がないものについては、同意していただいたものとして取り扱わせてい 
ただきます。 

3．お申し出は、あとからいつでも撤回、変更等を行うことができます。 

※　外来でのお名前の呼び出しや入院病室の名札掲示について、不都合のある患者さまは、 

外来受付窓口および入院される病棟の看護師のほうへお申し出ください。 
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栄養科を紹介します。 

当院には２名の管理栄養士（澁江真弓、甲斐七子）がいます。２人とも今年５月からの

勤務のため、不慣れな点があるかと思いますが、患者様にとって毎日の食事が楽しみとな

るように努力していきたいです。よろしくお願いいたします。 

給食業務は富士産業（株）に委託しており（栄養士２名・調理師１名・調理員４名）、委

託スタッフ共々より良い病院給食を提供できるよう日々努力しています。 

当院の主なサービスとして、昼・夕食の主菜は２品より１品選んでいただく選択メニュー

や２ヶ月に１回のバイキング実施しています。（普通食の患者様が対象となります。）バイ

キングでは院内では味わうことのできない雰囲気と実演をかねた食事の提供で喜びの声を

いただいております。 

また、栄養指導業務は主に治療食を召し上がっている患者様、外来患者様、５階フィッ

トネスの利用者の方に対して行っています。糖尿病をはじめ、肥満、高血圧、高脂血症は、

動脈硬化を引き起こす危険因子です。このような状態を回避するためにも、過食と運動不

足に代表される、生活習慣の改善を図ることが何より大切です。 

個々の病態に応じた治療の手段としての食事を提供し、患者様に満足していただけるよ

うに努めていきたいです。 

食事に関してご意見がございましたら、いつでもお声をかけていただけると助かります。

これからも、スタッフ全員で努力していきますので、よろしくお願いいたします。 

薬は正しく使いましょう! !
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薬物乱用は ダメ ゼッタイ！ 

薬は正しく使いましょう! !薬は正しく使いましょう! !

ダメって 
いってくれる 
ほんとの 
友だち 

薬をこんなふうにまちがって使うと 
健康でいられなくなり、将来の夢もかなえられなくなります。 
自分でもよく考えて下さい。 

・「薬物乱用」とは、医薬品やシンナーなどの薬品を 
目的からはずれた使い方をすることです。 
・かぜ薬でも量を多く使ったりすると薬物乱用となり 
ます。 
・シンナーは脳が溶けてちぢんだり歯がボロボロにな 
るなどして、元にもどりません。 
・１回だけが命取り、自分の意志でやめられなくなり 
ます。（依存性）薬物乱用は１回だけでも罰せられます。 

DRUG INFORMATION



のべおか通信 
老若男女を問わず多くの人が疲れを感じている現代社会。 
ビタミンＢ群などで疲れに負けない体をつくりましょう。 

●心身に疲れの症状が現れる 
疲労のおもな症状は、全身の倦怠感、肩こりなどの筋肉疲労、やる気が出ない、食欲がないなどです。 
蒸し暑い季節に起こる疲労「夏バテ」は、食欲がなくなったり、胃腸が弱くなったりします。 

●不規則な食事、偏食は疲れを招く 
欠食や偏食などで食事をおろそかにしていると、体に必要な栄養素が不足して消化吸収の働きがうまくい 
かず、疲れが増していきます。 

疲労タイプに合った 
栄養補給を 

食事対策 食事対策 食事対策 
消耗が激しく補給が必要な栄養素は、疲労のタイプで異なります。 

■疲労の予防と回復に欠かせない栄養素をしっかり補給  
ビタミンＢ群などは、過労の予防や回復に特に欠かせない栄養素です。バランスのとれた食事を毎日きち 
んととることで、疲労度を大幅にダウンできます。 

■疲労のタイプにあった食事を 
精神的な疲労に、焼肉やウナ丼などのスタミナ食では効果はありません。かえって肥満の原因になるなど 
逆効果をもたらすことになります。疲労の種類をチェックしましょう。 

ビタミンＢ１ 

糖質からエネルギーが 
つくられるときに 
必要な栄養素。 

ビタミンＢ２ 

タンパク質や脂肪、糖質の代謝に関与。不足すると、 
エネルギーをうまく供給することができず、乳酸など 
の疲労原因物質が蓄積されやすくなる。 

カルシウム 

筋肉を円滑に動かす働きや、 
精神的疲労・イライラを鎮 
める働きがある。 

鉄 

全身に酸素を運搬する働きを持って 
いるので、不足すると運動能力が低 
下して疲れやすくなる。 

筋肉疲労筋肉疲労（肉体疲労）肉体疲労） 
→　乳酸撃退→　乳酸撃退 
筋肉疲労（肉体疲労） 
→　乳酸撃退 

慢性疲労慢性疲労（精神的疲労）精神的疲労） 
→　→　免疫力アップ抗酸化作用免疫力アップ抗酸化作用 
慢性疲労（精神的疲労） 
→　免疫力アップ抗酸化作用 

夏バテ　→　食欲増進夏バテ　→　食欲増進 夏バテ　→　食欲増進 

肉体労働やスポーツなどで消費され
たエネルギー源を補給し、糖質のエ
ネルギー代謝に必要なビタミンB1
を補います。入浴やマッサージなど
で血行を促進疲労物質し乳酸を残さ
ないことも大切です。 

過労は体内に活性酸素を増加させた
り、免疫力を低下させたりします。
β－カロチンやビタミンＣ・Ｅ、ポ
リフェノールなどの抗酸化成分を含
む野菜、果物、きのこなどの植物性
食品をしっかりととるようにします。 

香辛料や柑橘類など刺激のある食材
を利用して食欲増進をはかります。
オクラや長いも、モロヘイヤなどの
ネバネバ成分「ムチン」は、消化吸収
を助ける働きがあります。水分のが
ぶ飲みは胃液を薄めるので禁物です。 
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メディカルフィットネス 

のべおか通信 のべおか通信 

運動をすることが健康を維持していく上で大切であることは、誰もが知っている事実です。ところが時間が無い、
場所が無い、相手がいないといった理由をつけて運動から逃げている人が多く見受けられます。それはなぜでしょ
うか？面白くない、興味が持てない、辛いといったイメージが今までの経験上あるのではないでしょうか。しかし、
やり方次第で運動をすることは楽しく、そして気持ちがいいと感じられるはずです。運動した後の爽快感や充実感
を一度は実感してみましょう！それが継続へとつながっていきます。 

運動することから避けてはいませんか？ 

運動と一言で言っても、運動には様々な種類があります。その中の代表的な運動が「有酸素運動」です。有酸素
運動とは、全身の様々な筋肉をリズムカルに動かしながら、文字通り酸素をたくさん体に取り込みながら行う運動
のことです。有酸素運動を行うことで酸素を体内に能力を高め、心臓の働きを活発にし、毛細血管を増やし、血行
を良くします。その他にも運動には以下の効果が期待できます。 

どんな運動が効果的ですか？ 

いくら運動が体にいいと言っても、全く運動をしていなかった人が急に過激な運動を始めては、かえって逆効果
です。まずは歩くこと（ウォーキング）から始めましょう。時間が作れる方は、始めはのんびりと無理をせず散歩
程度の感じで歩けばいいでしょう。決して歩かなければという気持ちでなく、季節の変化を楽しみながら歩くこと
をお勧めします。１日中忙しくて時間が作れない方は、歩数計を活用してみてはいかがでしょうか。一日自分がど
のくらい歩いているのか調べてみましょう。できれば１日１万歩は歩きたいものです。年齢や体重によっても異な
りますが、１万歩を歩くと消費エネルギーは約300kcalとなります。これは、成人の平均余剰カロリーとほぼ同じ数
字で、つまり１日１万歩を歩いていれば肥満のリスクは軽減するということです。しかし、最初にも書きましたが
2000歩しかいままで歩いていなかった人が、急に１万歩まで増やすのは危険です。少しずつ歩く量を増やすように
心掛けましょう。 

最初の運動は、まずウォーキングから！ 

体力低下の防止 

老化を遅らせる 

ストレス解消 

仲間づくり・友達づくりができる 

生活習慣病の予防 

肥満の解消 

病気に対する抵抗力が増す 

目標ができ、さらなる意欲がわく 

生活の意識 有意水準 
「歩く」群 

（10,300歩/日↑） 
「歩かない」群 
（6,900歩/日↓） 

運動習慣が 

運動不足を 

ストレスを 

運動と栄養のバランスが 

体力が 

人生に満足感を 

疲れを 

風邪を 

ある 

感じない 

感じない 

良いと思う 

ある 

感じる 

覚えない 

引かない 

ない 

感じる 

感じる 

悪いと思う 

ない 

あまり感じない 

覚える 

引きやすい 

※※ 

※※ 

※※ 

※※ 

※ 

※ 

※※ 

※※ 

食事対策 食事対策 

筋肉疲労（肉体疲労） 
→　乳酸撃退 

慢性疲労（精神的疲労） 
→　免疫力アップ抗酸化作用 

夏バテ　→　食欲増進 

歩行歩数から分類した「歩く」「歩かない」各群における生活意識の特性（389名を対象）、いずれも
両群間に有意差が認められる。※※１％・※５％〈出典：万歩計から見た身体活動量とライフスタイ
ルとの関係について　1999〉 

歩く人と歩かない人 
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８ 

内科・外科・胃腸科・肛門科・泌尿器科・放射線科 

黒木病院  
救急指定 

入院中の面会について 入院中の面会について 
・平日、土曜　14時～20時　　　　・日曜、祝日　13時～20時 

・乳幼児同伴、または現在ご病気の方の面会はご遠慮ください。 

・午前中は検査・処置等がございますので、面会はご遠慮ください。 

・ペット（犬・猫・小鳥等）は病室に持ち込まないでください。 

・病室での飲食・宿泊はご遠慮ください。 
※ただし持ち込み希望の場合は、１度ご相談ください。 

・携帯電話はマナーモードでお願いします。 

・駐車料金は有料となっております。検印を行えば１時間までは無料 
ですので必ず行って下さい。 
※以降30分毎100円の追加料金となります。 

・正面玄関のご利用は７時～18時です。 
※それ以外の時間は救急・夜間出入り口をご利用ください。 

・病院駐車台数に限りがございますので、上記の面会時間を厳守して 
いただけますようお願いします。 

��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

 

・
看
護
師
及
び
薬
剤
師

・
看
護
師
及
び
薬
剤
師 

 

・
看
護
師
及
び
薬
剤
師 

◆
ス
タ
ッ
フ
募
集
の
お
知
ら
せ

ス
タ
ッ
フ
募
集
の
お
知
ら
せ
◆ 

◆
ス
タ
ッ
フ
募
集
の
お
知
ら
せ

ス
タ
ッ
フ
募
集
の
お
知
ら
せ
◆ 

◆
ス
タ
ッ
フ
募
集
の
お
知
ら
せ
◆ 

※
詳
細
は
、
事
務
部
ま
で 

　
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
 

　
木
　
村
　
聖
　
子
 

　
津
　
野
　
絵
里
奈
 

　
椎
　
葉
　
友
　
美
 

　
田
　
尻
　
公
　
生
 

　
竹
　
内
　
　
　
奨
 

　
甲
　
斐
　
七
　
子

　
甲
　
斐
　
裕
　
美
 

吉
　
田
　
充
　
希

　
2
0
0
５
年
８
月
吉
日

　
黒
木
病
院
 

　
吉
　
田
　
充
　
希
 

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


